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小児救急医療設立までの背景  

・岡崎市民病院は人口34万の医療圏に三次救急医   

療を受け持つ唯一の医療機関  

・多くの小児軽症患者の夜間の受診により、市民病   

院救急外来本来の三次医療に支障が出てきている。  

・小児の一次救急の受け入れが急務となった。  

ユユ  

・平成15年7月に小児救急医療体制整備に係る意   
見交換会を開催   

（保健所・岡崎市民病院1岡崎市医師会が参加）  

開始当時と現在の参加開業小児科医の年齢分布  

年齢   開始当時   現在   

30歳台   1名   0名   

40歳台   4名   2名   

50歳台   5名   8名   

60歳台   4名   3名   

70歳台   0名   1名   

合計   14名   14名  



一次（初期）救急医療の充実   

平成16年6月1日  

第1次救急医療機関である岡崎市医師会公衆衛生センター  

夜間急病診療所に小児科医を配置  

診療時間：毎日午後8時～11時  

担当医師：岡崎市医師会小児科専門医14名  
愛知県下3大学小児科からの派遣医師  
個l蜂市医師会公取衛生センター  

夜間急病診療所小児科受診者数の推移  

夜間急病診療所小児科受診統計  

ユ   



市民病院救急外来小児科受診者数の推移  

市民病院救急外来小児科受診統計  

平成15年度  平成l時庭  平成17年度  平成18年度  

□総計■うち午後8時－10時台   

○平成16年7月24日 岡崎市小児救急医療対策   

協議会を設置  

小児救急医療体制のあり方を総合的に検討し、その充実を図るため、岡崎市小児  
救急医療対策協議会を設置。   

［協議事項】  

（1）小児救急医療に関する情報収集及び分析に関すること。  
（2）小児救急医療の情報の提供に関すること。  

（3）小児救急医療体制の充実方策の検討に関すること。  

（4）上記に掲げるもののほか、協議会の目的を達成するために必要な事項に関する  
こと。   

［委員数等】当初10名 → 現在8名  

当初：大学関係者3名、市民公募2名、保育・幼稚園関係2名、岡崎市医師会員3名  
現在：市民公募2名、保育・幼稚園関係3名、岡崎市医師会具3名   



岡崎市医師会夜間急病診療所月報（小児科）  

平成19年度分  

項目／月  4  5  6  7  8  9  10  ロ  12  合計   

咽硯炎   18丁  210  3（氾  2甜  ‖柑  148  112  112  2即  1796   

胃鰻炎   80  87  53  30  42  3S  35  56  l仰  57a   
気管衰夷   52  48  29    22  、32  70  82  400   

じんま疹   柑  30  2月  35  27    26    3l  2J旧   
気管支喀息   25          25  43  26    195   

便秘症   】5    10    且  16        115   
脹炎   30  9  ＝  20  20    4  0  0  109   

扁桃炎   1  24    9    ＝＼    12  93   
ヘルパンギーナ  0  3  31  39    4      0  89   
嘩急性気菅支炎    8  ‖  g  5    28      88   

水痘   22  10  8        E  ＝  83   

嘔吐症   9  g  2          12    66   

急性中耳炎   6  6  3      6  】6  57   
溶連菌璧染症   0      3    0    3  13  43   

蟹染性腸炎   0  3    0      4      3！）   
熱性痙れん   10  ユ    0  4    9  39   
湿疹   8    2            3了   
亀頭包皮炎   0    5  5        4    34   

突発性発疹億   4    4  4  8      5    33   
脱水症   0      3Z   
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けての主な協議会事業  

○子どもの急病！ガイドブックの発行   

休日や夜間など、病院や診療所が休みの時に、急にお子さんの具合が悪くなったら  

二二・＝二孟宗ご議   
どうすればよいのか  

誰に相談したらよいか  

今すぐに救急医療機関へ行くべきか  

明日まで待つべきか  

迷うことはないでしょうか。  

このことを解決するひとつの方法として、平成17年3月  

に初版を発行し、平成18年3月に改訂版を発行しました。  

ナ  
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O「おかざき小児救急フォーラム」  

≪目的≫   
を開催  

保護者の皆様に救急医療体制等について理解を深めて頂くとともに、救急医療機関への適正な受  
診を図ることを目的とする。  
≪日 時≫ 平成18年11月18日（土）午後1時30分～4時  
≪会 場≫ 福祉会館6階ホール  

≪参加者≫ 73名  

≪プログラム≫  
1．講演「子どものインフルエンザ」   

花田 直樹（岡崎市小児救急医療対策協吉義金医師）  

2．シンポジウム「どうしたらいい？子どもの急病」   

座長 村山 憲（岡崎市小児救急医療対策協議会医師）   
シンポジスト   

○ 冨田 博（岡崎市小児救急医療対策協議会医師）   

○ 大原眞希子（岡崎市小児救急医療対策協誰会保護者代表）   

○ 長井 典子（岡崎市民病院医局小児科循環器部長）   

○ 鈴木 若弘（岡崎市中消防署本署救急救命士）   

○ 宮澤 孝彦（岡崎市保健所長）  

3ノ小児の心肺蘇生法   

消防署職員による実演及び参加者の一部も体験  

∫   



○岡崎市広報番組特集  

「小児救急を考える」の放映  

〔放映年月〕   

平成18年12月（8日間）   

〔放映の目的〕  

全国的に小児救急医療現場の医師不足が問題となっているなか、岡崎市  

では平成16年6月に夜間急病診療所に小児科医を配置した結果、夜間急病  
診療所の受診者が急増しています。   

しかし、実際には軽症の受診者が多く、本当に救急を要する子どもの待ち  

時間が長くなってしまうという現象が起こっています。  

今回の特集では、小児救急医療の現場を様々な角度から調査し、私たち  
（保護者）がどのように小児救急医療を利用すべきかを考えてみたいと思い  

ます。  

※DVDの貸出し可  

○出前講座   

従来からの各種メディアを通じた啓発活動を継続する  

とともに、各保育園・幼稚園や子育てサークルなど、保  
護者の皆様が集まる機会などに出張（出前）し、ガイド  
ブックのPR、「かかりつけ医を持つことの重要性」など  
についての啓発活動を行い、この小児救急医療体制を  
守り育てる環境づくりを推進する。   

H20年2月20日が第41回目  
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平成19年度出前講座アンケート集計表（平成20年2月19日現在）  

1今回の講座に参加して、今後、夜間にお子さんが熱や腹痛などの症状が        2夜間急病診療所を受診する場合、もし受診前l＝   

あった時にどのようにしようと思いましたか？【該当するものに0（複数        電話相談（看護倒さんや保健師さんが担当）   
回答可）】  でいろいろ相談できたりアド／くイスをもらえれ  

ば、受診せずにすむ場合もあると思います  
か？   

①   同   （診  同   ⑤   雫  同   ②   
③  ④   
に   t  t   わ な   
あ る  しさ   
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■  
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が  
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子 む   あ  開 つド   た絹環  る   

1．021  1，069  1．445  14   125   107   962   676   t36   29  
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県立柏頂病院剖小児科を守る会  

メニューー  

◆こあいさつ  

◆3つのスローガン  

◆守る去の歩み  

◆情報コーナー  

◆メン〃＝岬寄寓  

◆メルマガ登緯  

◆あ問い合わせ  

◆リンク集   

◆守る会のプロク   

1．コンビニ受診を控えよう  

2，かかりつけ医を持とう  

3．お医者亡んに感謝の気持ちを雇えよう  
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現在の小児医療の問題点  

①不当な診療報酬の低さとフリーアクセスによる   

患者数の多さ  

②病院小児科勤務医の減少  

③乳児医療無料化と救急外来のコンビニ化  

④訴訟リスクとクレーマー  
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